
 

はじめに（背景・目的・目標） 

地域住民にとって身近な存在である町の銭湯。と

ころが近年、廃業が相次ぎ、金沢市では 2018 年 1 月

現在で 21 店舗※1という状況であった。 

個人的に銭湯をよく利用しており、とある店舗の

カウンターでスタンプラリーのカードを見つけたこ

とからこの企画に挑戦。全 21 銭湯を巡ったカード

を、主催の石川県公衆浴場業生活衛生同業組合金沢

支部に送付。その際、全店舗の外観写真を添えたと

ころ、その写真をホームページで紹介したいとの連絡。 

これが縁となり、組合と本学（大学・短大部）が

連携し、学生をはじめとする若者年代へＰＲを行う

ことで、銭湯という生活衛生文化の継承と発展を目

指すこととなった。 

 

※1スーパー銭湯など、組合非加盟店舗を除く 

 

活動内容 

若者年代へのＰＲを行うには、店舗紹介の動画を

作り、YouTube にアップすることが有効と考えた。 

外観や浴室内の画像および、泉質や設備、定休日

等の情報を組合から入手。組合が 2017 年から始めて

いる『スタンプラリー』『ランナーズ銭湯』『学割ア

プリ』の情報を盛り込むことで、銭湯は身近で気軽

に行ける場所であり、美容や疲労回復にも役立つこ

とをＰＲ内容に含めることとした。 

動画の中心は各店舗の紹介であるが、本学女性職

員が出演しての『ランナーズ銭湯』、本学短大部女子

学生が出演しての『学割アプリ』使用シーンも撮影

し、ＢＧＭについては穴水町出身のシンガーソング

ライター北脇貴士氏が手掛けた「銭湯せんとうセン

トーの歌」を使用。撮影や編集機器は本学の備品を

使用したため、一切の費用をかけずに動画を完成さ

せ、組合に提供した。 

 

 

成果、結果の考察 

「組合と本学が連携」して行うことを前面に出し、

2018 年 6 月の動画公開に際しては地元マスコミ（テ

レビ局４社、新聞４社）に取材いただき、スタート

ダッシュには成功した。また、その際、広報課宮一

が『かなざわおふろ旅チェアマン』、入学課高島が『同

ナビゲーター』として組合から委嘱を受けた。 

また、同年 12 月に発行された若者向け地元情報誌

clubism でも 10 ページにわたって特集が組まれ、宮

一、高島が記事内容提供と入浴シーン撮影に協力。

「町の銭湯」の周知にそれなりの効果が得られたと

思われる。 

 

 

 

 

学生年代への銭湯ＰＲを目的とした広報活動 

事務局広報課 宮一 拓克

   入学課 高島 悠 

金沢市小坂町 百乃湯にて。女子学生、アプリ提示シーン。

                  clubism 撮影協力中
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ただ、動画公開の 2か月後となった 2018 年 8 月、

残念ながら店主高齢化により 1 軒が廃業。2019 年 3

月現在、20 店舗が営業している。 

 

今後の課題、展望 

組合では、動画ＢＧＭの北脇貴士氏を『かなざわ

おふろ旅熱湯歌唱大使』に、よしもと住みます芸人

の月亭方気氏を『熱湯話芸大使』として委嘱し、そ

れぞれ銭湯でのライブ、落語を行うなど、入浴以外

での銭湯の楽しみ方を提供するなど、話題づくりを

行っている。 

本学では、金沢の大学に通う学生に「町の銭湯」

の魅力を伝えるべく、2019 年度入学者に配布する冊

子制作を進めている。この企画には本学のほか、金

沢大学、北陸大学、金沢学院大学、北陸学院大学の

ご理解を得たうえで、ダンス系サークルのつながり

を生かし、各大学の学生にも出演協力いただいた。 

この冊子は本年 4月に、これらの大学の入学者に

配布される。なお、冊子の印刷製本費用は組合予算

から支出される。 

 

 

自宅に風呂があるのが当たり前のご時世に、わざ

わざ町の銭湯へ足を運ぶ若者はこの先もそう多くな

いと思われる。「町の銭湯」は、経営者の高齢化、施

設の老朽化が進んでいる。どの店舗も清掃はなされ

てはいるが、真新しいスーパー銭湯には見た目でか

なわない。 

若い世代の家族連れが、飲食施設も備えた大型の

スーパー銭湯を利用するのをよく目にするが、町の

銭湯に入浴している姿を目にすることはほとんどな

い。 

若い世代の「外風呂」のニーズは、町の銭湯では

なくスーパー銭湯にあることは明白であるが、学生

に古き良き生活文化を伝え、足を運んでもらうには

どうすればいいか、引き続き考えていきたい。 

 

銭湯あがりの脱力感が伴う爽快感は、自宅の風呂

では味わえない感覚。 

大人は 440 円、学生はアプリ使用で 300 円となる

入浴料。ワンコインで買える気持ちよさは、世の中

にそう多くはないと思っている。 

 

動画で紹介の全銭湯 

（かなざわおふろ旅スタンプラリー対象店） 

 

・旭新温泉（昌永町）2018 年 8 月廃業 

・東湯（金石北 1） 

・あわづ湯（中村町） 

・石引温泉 亀の湯（石引 2） 

・梅の湯（山の上町） 

・金沢温泉金石荘（金石本町） 

・くわな湯（東山 3） 

・兼六温泉（暁町） 

・こばし湯（東山 3） 

・Ｚささのゆ（泉野町 3） 

・天空の湯（寺町 5） 

・額温泉（額新町） 

・瓢箪湯（瓢箪町） 

・双葉湯（駅西新町 1） 

・ヘルシーバス 268（新保本 5） 

・松の湯（長町 1） 

・みろく温泉元湯（横山町） 

・百乃湯（小坂町） 

・諸江の湯（諸江町中丁） 

・大和温泉（東山 3） 

・れもん湯（有松 3） 

冊子「金沢銭湯めぐり」 
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